
１．はじめに

若者に対する社会の期待と注視は，少子化や就

職難のなかでより一層高まっているように思われ

る。一方でコミュニケーション能力の不足や社会

性の欠如等，若者に対する社会のイメージは厳し

さを増しているようである。その評価の対象とな

る若者自身も，一昔前の若者とは異なり年功序列

や終身雇用といった日本型経営の就職が期待でき

ず，日本型のメリトクラシー（よい学校に進学す

ればよい会社に就職でき，安定したよい人生が送

れる）が崩れたことで当面の目標すらもてない時

代のなかに生きている。一層の自己責任と成果主

義が求められる新自由主義的な社会システムのも

とで，若者の意識はどのような特徴を有するので

あろうか。

本論では，高校生を対象として対人意識の特徴

を明らかにする。また２０１０年度に実施した同様の

調査結果と比較することで若者の対人意識の経年

変化についても考察したい。調査対象として

は，２０１０年度に調査した X 県内の全日制の公立

高等学校および私立高等学校の中から８校を抽出

し，２０１１年１０月から１２月にかけて１年生から３年

生のすべての在学生を対象に調査票を配布して記

入してもらう集合調査法を用いた。全体のサンプ

ル数は５，２４０である。また男女比は，女性２，４５２

（４６．８％），男性２，７８８（５３．２％）である。

２．問題の所在と分析枠組み

日本において少子高齢社会の到来とともに，将
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概 要

政治の混迷や若者の不安定な雇用等，若者を取り巻く社会的状況は厳しさを増している。ま

た企業に人材育成の余裕が無くなる状況下において，若者個人の即戦力や職場環境に適応する

ためのコミュニケーション能力等は重視されている。本調査は，地方高校生を対象として若者

のコミュニケーションや社会的な適応にかかわる対人意識を明らかにするために量的調査を実

施して，その回答結果を分析した。

その結果，対人観および友人観ともに打算的でナルシシズム的な個人主義的傾向が認めら，

かつ他者の言動を注視しながら同質的な親友的関係を求めている傾向も認められることから，

対人意識としてアンビバレンスな状態にあることを指摘した。また性別の特徴として，女子は

少人数の友人関係を重視しており，他者からの評価に対して気遣う傾向にあった。さらに，男

子は他者に対して一定の距離感をもっていることが明らかとなった。
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来を担う若者に対する大人社会の関心は高まって

いるように思われる。これまでにも各時代の大人

たちは，若者に対してさまざまな眼差しを送り続

けてきた。１９５０年代の「太陽族」や「みゆき族」

を代表とするような新たなライフスタイルに対す

る大人社会からの批判や大人社会に対抗するよう

な学生運動および「ツッパリ」などの形態も各時

代の若者の特徴としてあげられる。一方では，

「モラトリアム人間」（小此木１９７８）や「オタ

ク」などの社会的な対抗とは一線を画す若者論も

登場した。

２０００年以降は，新自由主義的な経済構造の浸透

とともに格差が注目されるなかで，山田（２００４）

の「希望格差社会」や三浦（２００５）の「下流社

会」，本田（２００８）の「軋む社会」などの悲観的

な若者論も注目されている。また近年では，古市

（２０１１）の著書『絶望の国の幸福な若者たち』に

おいて，将来に対する「希望」はないが現状に対

する「不満」もない現代の若者の心情を指摘する

若者論も見受けられる。

他方，中高生を対象とした人間関係に関する研

究についてもさまざまな研究領域から有益な研究

成果が蓄積されている。特に社会学的なアプロー

チにおける近年の先行研究に着目すると，学校の

「空気」に注目した本田（２０１１）の研究では，勉

強や進学といった「目的性」という価値観に対等

する「共同性」（他者との関係）に着目して，今

日の学校社会における強制的性格と閉塞的性格を

前提とした若者の対人意識を分析している。

また土井（２０１２）は，統計データを用いて若者

の宿命主義的な人生観の浸透を指摘している。こ

こで指摘されている宿命主義は，２０００年以降の新

自由主義の浸透と結びついており，自由意志によ

る選択の入る余地が無い人生観を指している。そ

して，この新自由主義における人びとの価値観の

多元化とエコノミーの原則による人物評価の物差

しの一元化が，コミュニケーション能力や人間力

の涵養を測定すると指摘している。

これらの先行研究からもわかるように今日の若

者は，社会から過度に求められるコミュニケー

ション能力や周囲の空気を読み取りながら迅速に

対応できる対人関係の能力に対して強迫的な感情

を甘受しているのではないだろうか。

一方で若者に対する大人たちは，新自由主義に

基づく成果と責任が強く求められるなかで仕事上

の関わりのみが中心となり，若者の評価において

業績主義的な側面を重視する傾向にあるように思

われる。しかし，大人たちが若者の関係や理解を

深めることで，一元的な物差しによる若者の評価

を多元的な人物評価に転換することができるかも

しれない。また、このような多元的で複眼的な評

価は，若者の潜在的な創造力やコミュニケーショ

ン力を顕在化させる契機になると思われる。そし

て，現代の若者がどのような対人意識を持ちなが

ら人間関係を構築しているのかは，大人たちに

とって家庭や職場等で若者と関わるうえで要諦と

なる。そのためには，若者がどのような対人意識

を有しているのかを明らかにすることが重要であ

る。

そこで本研究では，若者の対人意識を知るため

に２０１１年度に実施した高校生に対する量的調査の

回答結果を分析したい。

３．対人意識の特徴と経年比較を
中心とした対人関係の変化

本調査では，対人関係に関して自らの性格を問

う項目（１０項目）と友だち関係における項目（１２

項目）を用意した。それぞれの特徴を分析するこ

とで，若者の自己評価および友人関係について明

らかにしたい。

� 若者の対人関係に関する自己評価からみる特

徴と学校生活

高校生に対して，対人関係に関して自らの性格

を問う設問からその特徴をみてみたい。表１－１

は，各質問項目に対する回答を「そう思う」４

点，「どちらかといえばそう思う」３点，「どちら

かといえばそう思わない」２点，「そう思わない」

１点として得点化し，性別および学年別に平均値

を算出して分散分析を行った結果である。

表１－１から，女子は男子とくらべて「一人で

好きなことをやっている方が人づきあいよりも好

きだ」「自分がどう見られているか気になって疲

れる」「常に自らの行動を振り返り改善しようと

思う」「人から認められないと不安である」など

の質問項目について相対的に高いことがわかる。

また男子は，「他人に同情するとバカをみる」や
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「能力のないひとは良い生活ができなくて当然

だ」など，女子にくらべて高い結果となった。つ

まり，女子は対人関係における自己評価として他

者からの評価に対して敏感であり，さらにその評

価に対して気疲れや不安を感じていることがわか

る。一方の男子は，他者に対して能力主義的な評

価や一定の距離感を図る傾向が認められる。

次に，同様の質問項目において学年別に分散分

析を行った結果を表１－２に示した。

有意差の認められた質問項目についてみてみる

と，「一人で好きなことをやっている方が人づき

あいよりも好きだ」において１年生は他学年より

も相対的に低いことがわかる１）。同様にこの傾向

は，「親しい人たち以外の人の考え方や行動に関

心がない」にも認められた。

さらに，各項目が潜在的にどのような意識を有

しているのかを捉えるために因子分析を行った。

その結果，表１－３に示したように自分自身を評

価する項目に関しては３つの因子が抽出された。

第１因子は，「人間は結局自分が一番大切なのだ

から，むやみに他人に同情したりするとバカをみ

ると思う」「能力のない人は，よい生活ができな

くて当然だ」「私は一人で好きなことをやってい

るほうが，人づきあいをするより好きだ」「私は

親しい人たち（友だちや家族など）以外の人の考

え方や行動に関心がない」の４項目で構成されて

おり，「ナルシシズム的個人主義傾向」と呼ぶ。

第２因子は「私は人から認められないと不安であ

る」「人と付き合うとき自分がどう見られている

か気になって疲れる」「私は人から何か言われる

と簡単に決心を変えてしまう」の３項目で構成さ

れていることから「他者指向的傾向」と呼ぶ。第

３因子は，「私はたいていのことなら他の人と同

じくらいできる」「常に自らの行動を振り返り改

善しようと思う」「人間には誰も弱いところがあ

るので，間違いを犯した時にはお互いに寛容であ

ることが大切だ」の３項目で構成されていること

から，「再帰的傾向」（自らの振る舞いを振り返り

表１－１ 対人観の分散分析（性別）

女性 男性 F 値
一人で好きなことをやっている方が人づきあいよりも好きだ ２．４８ ２．４２ ６．０ ＊

自分がどう見られているか気になって疲れる ２．６１ ２．４５ ３６．５ ＊＊

他人に同情するとバカをみる １．９５ ２．０５ １４．９ ＊＊

他人に対して寛容であることが大切だ ３．３２ ３．２３ １４．１ ＊＊

能力のない人は良い生活ができなくて当然だ １．７２ ２．０５ １５９．０ ＊＊

たいていのことなら他人と同じくらいできる ２．６７ ２．６８ ０．５
人から何か言われると簡単に決心を変えてしまう ２．３４ ２．３１ ２．３
常に自らの行動を振り返り改善しようと思う ２．９３ ２．８０ ３７．２ ＊＊

親しい人たち以外の人の考え方や行動に関心がない ２．０４ ２．１０ ５．２ ＊

人から認められないと不安である ２．７４ ２．５６ ４８．８ ＊＊

**p＜０．０１ *p＜０．０５

表１－２ 対人観の分散分析（学年別）

１年生 ２年生 ３年生 F 値
一人で好きなことをやっている方が人づきあいよりも好きだ ２．３９ ２．４８ ２．４７ ４．４ ＊

自分がどう見られているか気になって疲れる ２．５２ ２．５４ ２．５１ ０．３
他人に同情するとバカをみる ２．０１ １．９７ ２．０３ １．９
他人に対して寛容であることが大切だ ３．２９ ３．２８ ３．２４ １．８
能力のない人は良い生活ができなくて当然だ １．８６ １．９１ １．９３ ２．５
たいていのことなら他人と同じくらいできる ２．６８ ２．６４ ２．７１ ２．６
人から何か言われると簡単に決心を変えてしまう ２．３４ ２．３４ ２．２９ １．５
常に自らの行動を振り返り改善しようと思う ２．８５ ２．８５ ２．８９ １．２
親しい人たち以外の人の考え方や行動に関心がない ２．０１ ２．０９ ２．１２ ６．６ ＊＊

人から認められないと不安である ２．６６ ２．６５ ２．６２ ０．６
**p＜０．０１ *p＜０．０５
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軌道修正を図る傾向）と呼ぶ。

抽出された因子の傾向から，ナルシスティック

な個人主義的傾向を示す一方で周囲を気遣い自ら

を社会環境に適応させようと努める傾向も認めら

れた。この対人観の分析結果から，矛盾する傾向

が併存していることがわかる。

上記の因子分析から得られた因子得点において

分散分析を行ったものが表１－４である。結果を

みるとすべての因子が１％水準で有意差が認めら

れ，女子は男子とくらべて「ナルシシズム的個人

主義的傾向」の値が高く，反対に男子は女子とく

らべて「他者指向的傾向」および「再帰的傾向」

が高いことがわかる。

また表１－５は，対人観における因子得点とそ

の他（友人観および対人観の項目以外）の質問項

目との相関関係をみたものである。この結果から

周囲に対する期待や評価については，「再帰的傾

向」や「他者指向的傾向」においてプラスの相関

が認められる。また「ナルシシズム的個人主義傾

向」においては，周囲からの期待や理想の進路へ

の意識がマイナスの相関を示しており，一方では

学校生活に孤独感を感じており，学校自体にマイ

ナスのイメージをもっていることがわかる。

� 若者の友人観

表２－１は，各質問項目に対する回答を「そう

思う」４点，「どちらかといえばそう思う」３点，

「どちらかといえばそう思わない」２点，「そう

思わない」１点として得点化し，性別および学年

別に平均値を算出して分散分析を行った結果であ

表１－３ 対人観の因子分析

第１因子 第２因子 第３因子
他人に同情するとバカをみる ．６５０ ．０３３ －．０１８
能力のない人は良い生活ができなくて当然だ ．４６２ ．０５８ ．０１６
一人で好きなことをやっている方が人づきあいよりも好きだ ．４５８ ．１９５ －．０２３
親しい人たち以外の人の考え方や行動に関心がない ．４１１ ．０３７ －．１１６
人から認められないと不安である ．２７３ ．６７６ ．０７４
自分がどう見られているか気になって疲れる ．０７２ ．６１８ ．１９８
人から何か言われると簡単に決心を変えてしまう ．０３９ ．４３８ －．０４６
たいていのことなら他人と同じくらいできる －．１０９ ．１２０ ．４７５
常に自らの行動を振り返り改善しようと思う ．０８６ －．１３４ ．３８５
他人に対して寛容であることが大切だ －．０８３ ．１２２ ．３１３
寄与率（％） １１．２２ １１．２１ ５．３４

注）主因子法、バリマックス回転による。因子負荷０．３以上を太字とした。

表１－４ 性別にみた対人観（因子得点）の分散分析

女性 男性 F 値
ナルシシズム的個人主義傾向 ０．０７ －０．０６ ３２．１ ＊＊

他者指向的傾向 －０．１０ ０．０９ ６７．５ ＊＊

再帰的傾向 －０．０５ ０．０４ ２８．８ ＊＊

**p＜０．０１ *p＜０．０５

表１－５ 対人観における因子と各質問項目における相関関係

ナルシシズム的
個人主義傾向

他者指向的傾向 再帰的傾向

周囲から期待されると力が発揮できる －．０４４＊＊ ．００９ ．２３５＊＊

学業に対しての努力は評価してもらいたい －．００７ ．２１７＊＊ ．２６５＊＊

多くの困難があっても理想の進路に進みたい －．１１０＊＊ －．００８ ．２４８＊＊

学校生活で孤独を感じている ．２９２＊＊ ．２９０＊＊ －．０６７＊＊

学校以外での生活の方が充実している ．２５０＊＊ ．０１０ －．０７６＊＊

今の学校に誇りを持っている －．２３５＊＊ －．０１１ ．１９０＊＊

**p＜０．０１ *p＜０．０５
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る。

表２－１から女子は男子とくらべて，「数少な

い人と長くつきあい続ける方だ」「一人でいると

たまらなく寂しくなる」「自分だけが浮いてしま

うのではないか不安だ」などの項目において相対

的に高いことがわかる。一方，男子は「何でも安

心して話せる友だちがいない」「人との約束を

破っても気にならない」が女子とくらべて高い結

果となった。

この結果から，女子は少数の友人関係を重視し

ており，その少数の友人関係に起因する濃密な関

係性における寂しさや浮いてしまうことへの不安

感が強くあらわれている。また男子は女子とくら

べて，友人関係においても前述した対人観と同様

に対人意識において一定の距離感を図っている傾

向が認められる。

次に，同様の質問項目を用いて学年別の分散分

析を行った結果を表２－２に示した。表２－２か

ら「友だちつきあいの中で場の空気を読めること

は重要だ」の設問においては，２年生において最

も高い値となっている。また「自分と性格の合わ

ない人とはあまりつきあいたくない」の設問につ

いては，２年生および３年生とくらべて１年生が

低い値となっている２）。

次に各項目の因子分析を行ったところ，結果と

して表２－３に示したように４つの因子が抽出さ

れた。すなわち第１因子は，「仲の良い友だちが

悪いことをしたら注意できる」「人が困っている

時には自分が多少損をしても助ける方だ」がプラ

スの負荷量を示しており，「何でも安心して話せ

る友だちがいない」「人との約束を破っても気に

ならない」がマイナスの負荷量を示していること

表２－１ 友人観の分散分析（性別）

女性 男性 F 値
数少ない人と長くつきあい続ける方だ ３．０９ ２．８５ ８８．９ ＊＊

何でも安心して話せる友だちがいない １．５９ １．７１ ２４．２ ＊＊

人のつきあい方で使い分けをしている ２．７０ ２．６２ ９．０ ＊＊

人のつきあい方には損得がある ２．７７ ２．８３ ５．２
人が困っている時には多少損をしても助ける ２．９８ ２．９３ ５．０
一人でいるとたまらなく寂しくなる ２．７５ ２．３７ １６３．６ ＊＊

友だちから上から目線でものを言われるとむかつく ２．９１ ２．９２ ０．１
友だちつきあいの中で場の空気を読めることは重要だ ３．４８ ３．３７ ３０．１ ＊＊

仲の良い友だちが悪い事をしたら注意できる ３．０５ ２．９０ ４３．６ ＊＊

自分と性格の合わない人とはあまりつきあいたくない ２．８６ ２．７８ ９．１ ＊＊

人との約束を破っても気にならない １．３５ １．４９ ５２．０ ＊＊

自分だけが浮いてしまうのではないかと不安だ ２．４８ ２．３６ ２０．５ ＊＊

**p＜０．０１ *p＜０．０５

表２－２ 友人観の分散分析（学年別）

１年生 ２年生 ３年生 F 値
数少ない人と長くつきあい続ける方だ ２．９５ ２．９７ ２．９５ ０．２
何でも安心して話せる友だちがいない １．６４ １．６５ １．６７ ０．５
人のつきあい方で使い分けをしている ２．６３ ２．６５ ２．７０ ２．３
人のつきあい方には損得がある ２．８２ ２．７６ ２．８３ ２．５
人が困っている時には多少損をしても助ける ２．９５ ２．９５ ２．９５ ０．０
一人でいるとたまらなく寂しくなる ２．５６ ２．５６ ２．５３ ０．４
友だちから上から目線でものを言われるとむかつく ２．９４ ２．９３ ２．８７ ２．３
友だちつきあいの中で場の空気を読めることは重要だ ３．４１ ３．４６ ３．３７ ６．９ ＊＊

仲の良い友だちが悪い事をしたら注意できる ２．９７ ２．９８ ２．９７ ０．０
自分と性格の合わない人とはあまりつきあいたくない ２．７６ ２．８４ ２．８５ ４．２ ＊

人との約束を破っても気にならない １．４１ １．４２ １．４５ １．８
自分だけが浮いてしまうのではないかと不安だ ２．４５ ２．４２ ２．３７ ２．６

**p＜０．０１ *p＜０．０５
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から，「親友的対人意識」と呼ぶことにする。第

２因子は，「友だちから上から目線でものを言わ

れるとむかつく」「自分と性格の合わない人とは

あまりつきあいたくない」「友だちつきあいの中

で場の空気を読めることは重要だ」がプラスの負

荷量を示していることから「同質的対人意識」と

呼ぶ。第３因子は，「人のつきあい方には損得が

ある」「人のつきあい方で使い分けをしている」

のそれぞれがプラスの負荷量を示していることか

ら，「打算的対人意識」と呼ぶ。最後の第４因子

は，「友だちと遊んでいるとき，自分だけが浮い

てしまうのではないか不安になることがある」

「一人でいるとたまらなく寂しくなる」がプラス

の負荷量を示していることから「孤立回避的対人

意識」と呼ぶ。

この因子分析の結果から，友人観において同質

的な何でも打ち明けられる親友関係を求めている

一方で，孤立することを避けるために打算的に友

人関係を築いている傾向が認められる。

次に，上記の因子分析から得られた因子得点か

ら性別を中心に分散分析を行ったものが表２－４

である。この結果をみると，「独立回避的対人意

識」を除いた因子において１％水準で有意差が認

められ，男子にくらべて女子に「親友的対人意

識」「同質的対人意識」「打算的対人意識」の値が

高いことがわかる。

表２－５は友人観における各因子得点と他の質

問項目における相関関係を示している。表２－５

表２－３ 友人観の因子分析

第１因子 第２因子 第３因子 第４因子
仲の良い友だちが悪い事をしたら注意できる ．４４８ ．０４５ ．１１０ －．０６１
何でも安心して話せる友だちがいない －．４１９ ．０２２ ．１８０ ．１３３
人が困っている時には多少損をしても助ける ．３９５ －．１１３ ．１７１ ．２４３
人との約束を破っても気にならない －．３７４ －．０２３ ．１０６ －．０２５
友だちから上から目線でものを言われるとむかつく －．００５ ．４６５ ．１２１ ．１１６
自分と性格の合わない人とはあまりつきあいたくない －．０６７ ．４５９ ．１６９ ．０４７
友だちつきあいの中で場の空気を読めることは重要だ ．２８２ ．３８５ ．１２９ ．１２３
人とのつきあい方には損得がある ．０６８ ．２８９ ．５１０ ．０２５
人のつきあい方で使い分けをしている ．０１１ ．１８０ ．５０５ ．０７４
自分だけが浮いてしまうのではないかと不安だ －．２６２ ．１２９ ．１００ ．６０７
一人でいるとたまらなく寂しくなる ．０８８ ．１１１ ．０１０ ．４１５
寄与率（％） ７．６１６ ６．６９９ ６．０９３ ５．９８９

注）主因子法，バリマックス回転による。因子負荷０．３以上を太字とした。

表２－４ 性別にみた友人観（因子得点）の分散分析

女性 男性 F 値
親友的対人意識 ０．１０ －０．０９ ８９．８ ＊＊

同質的対人意識 ０．０５ －０．０５ ２８．２ ＊＊

打算的対人意識 ０．０９ －０．０８ ７３．４ ＊＊

孤立回避的対人意識 －０．０１ ０．０１ ０．４
**p＜０．０１

表２－５ 友人観における因子と各質問項目における相関関係

親友的
対人意識

同質的
対人意識

打算的
対人意識

孤立回避的
対人意識

自分の行動や結果はすべて責任をもつべき ．２１３＊＊ ．１１０＊＊ ．０９４＊＊ ．０５０＊＊

資格は将来の就職に有利である ．２３３＊＊ ．１４０＊＊ ．０５３＊＊ ．０７８＊＊

多くの困難があっても理想の進路に進みたい ．２５６＊＊ ．０４５＊＊ ．０３４＊＊ ．０３８＊＊

学校生活で孤独を感じている －．３４３＊＊ ．０８０＊＊ ．１６７＊＊ ．２９７＊＊

**p＜０．０１ *p＜０．０５
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から，「親友的対人意識」に関しては，将来に対

する責任や展望に対してプラスの相関が認めら

れ，学校生活の孤独感はマイナスの相関が認めら

れる。また「孤立回避的対人意識」については，

学校生活の孤独感についてプラスの相関が認めら

れた。

結果として「親友的対人意識」は，責任感や将

来へのビジョンを見据えた傾向が他の因子よりも

高くプラスの相関を示していることがわかる。さ

らに他の因子とくらべてみると，実際の学校生活

における孤独感もマイナスの相関を示しているこ

とから，親友の存在がさまざまな面で学校生活に

おけるプラスの影響を与えているようである。一

方「孤立回避的対人意識」においては，学校生活

における孤独感が他の因子とくらべても高いこと

がわかる。孤立を避ける意識が実際の学校生活に

おける孤独感と直結していることが知られる。

これまでの分析結果をまとめてみたい。対人関

係を中心とした自己評価について，女子は他者か

らの評価に対して気疲れや不安を感じており，男

子は他者に対して一定の距離感をもっている。ま

た因子分析の結果から，「ナルシシズム的個人主

義傾向」「他者指向的傾向」「再帰的傾向」の３つ

の因子が認められ，性別において女子は「ナルシ

シズム的個人主義的傾向」の値が高く，反対に男

子は「他者指向的傾向」および「再帰的傾向」が

高いことがわかった。

友人関係を中心とした対人意識に関しては，女

子は少数の友人関係を重視することから浮いてし

まうことへの不安感や寂しさが特徴としてあらわ

れており，男子は友人関係において一定の距離感

を図っている傾向が認められた。因子分析の結果

では，「打算的対人意識」「親友的対人意識」「同

質的対人意識」「孤立回避的対人意識」の４つの

因子が抽出されたが，性別の分散分析において女

子は男子にくらべて「親友的対人意識」「同質的

対人意識」「打算的対人意識」のそれぞれが有意

に高い値を示していた。また対人観および友人観

の学年別の特徴は，学齢が増すとともに対人意識

において距離感が増しているようである。この要

因として，受験や就職等において個々人の進路に

意識が傾くことも影響しているかもしれない。

４．経年比較に見る対人意識の変化と
実態

対人意識の特徴を知るために経年比較を用いて

探ってみたい。経年比較における対人意識ついて

は，２０１０年に本調査と同様の質問項目を用いて調

査している。２０１０年の調査の概要として，２０１０年

１０月から同年１１月にかけて本調査対象と同じ県内

の公立高等学校および私立高等学校の合計４１校

（２年生奇数クラス）を対象に調査票を配布して

記入してもらう集合調査法を用いた。全体のサン

プ ル 数 は４，２６５で あ り，男 女 比 は 女 子２，０５３

（４８．１％），男 子２，２１２（５１．９％）で あ る。そ の

データから本調査対象となった８校の生徒（６１３

名）を抽出して，本調査において前年度に同様の

調査を実施した生徒（５６５名）と比較した結果に

ついてみていきたい３）。

図１－１は対人観における各質問項目に対する

回答を「そう思う」４点，「どちらかといえばそ

う思う」３点，「どちらかといえばそう思わない」

２点，「そう思わない」１点として得点化して平

均値を算出した結果である。また図１－２は，友

人観において対人観と同様に平均値を算出した結

果を示している。

図１－１および図１－２からわかるように，す

べての質問項目において大きな変化は認められな

い。しかし，次にあげる他の質問項目においては

経年における変化が認められた。

図１－３は，周囲からの期待に対するポジティ

ブな影響をみたものである。「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」に注目すると，２０１０年度は

２つの選択肢を合わせて４２．９％が「思う」と回答

していたが，２０１１年度には過半数の５２．３％に高

まっている。また図１－４は，「将来のよい生活

のために今の生活を犠牲にしてもよい」という堅

実的傾向を知るための質問項目の回答結果であ

る。

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を

「思う」としてみてみると，２０１０年度は３８．９％で

あったものが５２．７％にまでポイントが高くなって

いる。将来の進路を迎える３年生において堅実的

な傾向が認められる結果となった。

しかし，学業に絞ってみるとその堅実的な真面
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目さの傾向は異なるようである。図１－５は「頑

張って勉強するよりもほどほどの成績で卒業でき

ればよい」という設問の結果を示したものであ

る。その結果から，「そう思う」「どちらかいえば

そう思う」を「思う」としてみてみると，２０１０年

度は３８．７％であった「思う」が４３．１％に高まって

いる。つまり，高校３年生において将来の岐路に

立つ学生の堅実さと諦めのアンビバランスな傾向

があらわれる結果となった。

５．おわりに

本調査から高校生の対人意識には，ますます激

化する成果主義や自己責任といったネオリベラリ

ズムの進展がその背景として読み取れる。男子の

他人に対する能力主義的で一定の距離感を図る対

人意識や女子の疲れを伴いながら他人を気遣う対

人意識は，ネオリベラル化する大人社会の負の人

間関係を反映しているようである。つまり，市場

図１－１ 対人観における平均値比較 図１－２ 友人観における平均値比較

図１－３ 周囲からの期待に対する意識

図１－４ 堅実的傾向
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至上主義的な価値観の蔓延や流動化する雇用形態

（非正規雇用等）のもとで築かれる人間関係にお

いて，適度な距離感を図りながら過度に周囲の環

境に順応していく（または反省的な視点から自己

を再構築していく）ことは，常態的な疲労感や恒

常的な空気を読む（気配りをする）ことによる不

安感を強いられる。しかし一方では，型にはまら

ない独創的な思考が求められ，高度消費社会に蔓

延するナルシシズム的な個人主義的な対人意識を

高めている。

このような両価感情を伴う若者の対人意識は，

対人関係上のひずみとして精神面においても対人

関係の形成上においても若者に影響をおよぼすか

もしれない。しかし，現状においてこのような若

者の対人意識上の両価感情は，若者自身も自覚し

ないほど潜在化し曖昧化されている。この若者の

アンビバランスな対人意識は，今後の学校社会や

職場の人間関係において注視せざるを得なくなる

だろう。

注

１）Tukey HDS（a）法を用いたところ，２年生と

３年生に有意差は認められなかったが，１年生と

２年生（p＝０．０２），３年生（p＝０．０４）のそれぞ

れに有意差が認められた。

２）Tukey HDS（a）法を用いたところ，「友だちつ

きあいの中で空気を読めることは重要だ」で

は，２年生に対して１年生（p＝０．０９）および３

年生（p＝０．０１），「じぶんと性格の合わない人と

はあまりつきあいたくない」では，１年生に対し

て２年生（p＝０．０４），３年生（p＝０．０３）であり

それぞれに有意差が認められた。

３）本調査において，「３年生の方のみ答えてくださ

い。２年生の時に本調査と同じ内容調査に回答し

た方（２年の時に奇数クラス）は，①にマークし

てください。」の質問項目を用意して経年比較を

実施した。
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図１－５ 現実的努力傾向
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